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本日の説明内容

２．北九州高速の概要・特性

３．現状の課題

４．下関北九州道路整備により期待される効果

５．北九州高速として目指すべき利用

6．北九州高速としての目指すべき利用に向けた課題

１．公社概要



１．公社概要
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福岡高速道路
59.3km

北九州高速道路
52.2km

国土地理院地図

令和7年3月末現在

■職員割合

令和8年5月1日現在

公社の管理する

2つの都市高速

営 業 部 営業管理 課

総 務 部 総 務 課

(25) 総 合 調整 課

財 務 課

(17) 営 業 課

企 画 部 企 画 課
理　　事

(42) 計 画 課

理 事 長 副 理 事 長 理　　事 技術管理 課

保全管理 課
理　　事

施設計画 課

福 岡 事 務 所 設計調整 課

(77) 工 事 課

沿道対策 課

用 地 課

交 通 課

保 全 課

施 設 課

北九州事務所 管 理 課

(40) 交 通 課

（非常勤）

保全改築 課
監　　事

監 査 室
（非常勤）

(2)
監　　事

門司ＩＣ

太宰府ＩＣ

■役員・組織

41.4%84人固有職員

13.8%28人福岡県派遣職員

12.8%26人福岡市派遣職員

5.9%12人北九州市派遣職員

1.0%2人再雇用職員

25.1%51人嘱託員

100%203人計

九州自動車道 門司IC～大宰府IC 80km

九州自動車道
八幡IC～福岡IC 37km



■ 北九州高速

■ 北九州都市圏

国道・県道
北九州高速

計 1,211.1万台km/日

90.0％

10.0％

1,090.4万台km/日

120.7万台km/日
国道・県道
北九州高速

計 1,047.1km

95.3％

49.5km

997.6km

4.7％

2．北九州高速の概要・特性

• 北九州高速は、管理延長52.2㎞の都市高速道路である
• 北九州都市圏における放射環状道路網の枢要を担う自動車専用道路であり、市街地の渋滞緩和に加え、
九州自動車道との接続等により福岡・大分・山口方面のアクセス性向上に寄与

• 北九州高速の道路延長は北九州都市圏全体の4.7％を占める一方、走行台キロは10.0％を占めており、
広域交通を担う重要な路線
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（１）全体概要

（令和3年度道路交通センサスを基に算出）
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走行台キロ延長

山口方面

九州自動車道

福岡方面の
アクセス性向上

福岡IC

八幡IC

門司IC

小倉東IC

東
九
州
自
動
車
道

大分方面の
アクセス性向上

― 高規格幹線道路
― 都市高速道路
― 一般国道

北九州都市圏

大分方面

福岡方面

北九州都市圏における道路延長と走行台キロ



整備期間
（※１）

延 長
（km）

設計速度
（km/h）

車線数終 点起 点路 線 名

平成１７年度～昭和４６年度９.２６０４
北九州市

小倉北区下到津
北九州市

小倉南区長野
北九州高速

１号線

平成元年度～昭和４７年度４.３６０４
北九州市

戸畑区大字戸畑
北九州市

小倉北区許斐町
北九州高速

２号線

昭和６３年度～昭和４７年度１.８６０６
北九州市

小倉北区東港
北九州市

小倉北区菜園場
北九州高速

３号線

平成７年度～
平成２年度

（※３）
３１.８

６０ ・ ８０
（※２）

４
北九州市

八幡西区茶屋の原
北九州市

門司区春日町
北九州高速

４号線

平成１４年度
整備中

～
～

平成１０年度
令和５年度

７.６６０４
北九州市

八幡東区神山町
北九州市

戸畑区大字戸畑
北九州高速

５号線

５４.７合 計

2．北九州高速の概要・特性

• 北九州高速の利用交通としては、令和７年度の1日あたりの平均通行台数は86,841台/日
• 経年的に交通量は減少傾向にあるものの、収入は概ね横ばい
• 北九州市の推計人口（R8年4月1日時点）は89万8668人となり、経年的に減少傾向

料金収入

日平均料金収入

日平均通行台数

170.2億円／年

0.47億円／日

86,841台／日
（千台／日・百万円／日）
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日明

大谷JCT
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1 小倉東JCT

門司IC

門司港IC

【令和７年度 実績】

九州自動車道都市高速路線

80～100km/h
60km/h

（一部区間：80km/h）
規制速度

北九州JCT

2.4

3.7
3.5

4.4

1.3

2.9

3.0

2.0

大里

1.4

0.7

0.7
0.9

6.3

1.1

出典：トラカンデータ（R7. 10月平日平均）

黒崎

馬場山

80km/h区間

100km/h区間

2.2

4.5

2.2

山路

3.4

4

（２）交通量及び収入推移

凡例：断面交通量（万台）

2.8

80km/h区間

80km/h区間

区間別の断面交通量と規制速度

路線別規制速度

北九州高速の供用延長・通行台数・料金収入

路線別道路諸元と整備期間

（※１）「整備期間」は各路線の建設着手から最新供用および整備中の期間
（※２）８０km/h（黒崎～馬場山）、６０km/h（左記区間以外）
（※３）北九州高速４号線は平成２年度に日本道路公団（現NEXCO)から引き継いだ路線

※北九州高速１～４号線では耐震補強事業を実施中

供用延長
令和８年３月末現在 52.2㎞

料金（２車種）
普通車 520円 大型車 １,050円



2．北九州高速の概要・特性
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（３）事業中箇所（戸畑枝光線）
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※５号線と若戸大橋は接続していません。計画平面図

終
点

北
九
州
市
八
幡
東
区
東
田
五
丁
目

2期（戸畑～牧山）

2号線
接続
区間

有料道路事業区間 L=5.2ｋｍ

街路事業区間戸畑枝光線5号線
接続
区間 1期（牧山～枝光）

牧山～枝光間

令和7年3月1日開通

起
点

北
九
州
市

戸
畑
区
大
字
戸
畑

北
九
州
高
速

凡 例

令和7年3月1日
開通区間

自動車専用道路等
（無料区間）

整備中区間

本線接続区間

開通済

八幡東区

街路事業
北九州市

工事

有料道路
事業福北公社

イメージ

愛宕
JCT

合併施行方式

総事業費：７１０億円

９０億円

６２０億円

• 北九州高速において、放射環状型の自動車専用道路ネットワークを構築し、円滑な物流・人流の支援
及び災害に強い強靭なネットワークの形成を図り、北九州高速5号線延伸（戸畑枝光線）事業を推進中

• 令和5年4月から事業に着手し、令和7年3月に牧山～枝光間が開通。引き続き、関係機関・関係者と十
分な連携及び協議を行い、戸畑～牧山間の早期完成を目指す

スケジュール

戸畑～牧山間 工事

都
市
計
画
変
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備
計
画
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計
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・
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事
業
着
手

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ９年度 ～ Ｒ１５年度

R4.11 R4.12 R5.1 R5.3

R5.4 R5.4 事業期間：１１年間（R5年度～R15年度）

有料化手続き

牧山～枝光間 工事

Ｒ６年度

戸畑～牧山間 設計

Ｒ７年度

R7.3

Ｒ８年度

牧
山
～
枝
光
間

開
通



【診断】【点検】

【記録】 【措置】

2．北九州高速の概要・特性

• 路線延長の約9割が供用から30年を経過し、橋梁等の老朽化が進んでいる状況を受け、令和4年度
から大規模修繕等更新事業を推進

• 大規模地震発生時の救急救命・復旧活動を支えるため、令和5年度から耐震補強事業を実施
• メンテナンスサイクルを実施するとともに、日々の点検や清掃等の適切な維持管理を実施

6

（４）安心安全に向けた管理体制

標識車
路面清掃車

作業車

路面清掃 事故対応

（令和７年4月現在）供用後経過年数別延長
【全線】

(損傷例)

(炭素繊維補強)

補修前

補修後

施工状況

(炭素繊維シート貼付)

メンテナンスサイクル

耐震補強事業の主な対策大規模修繕（橋梁補修例）
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2．北九州高速の概要・特性

• 北九州高速管理区間においては、年間770件の個別特殊車両申請があり、様々な特殊車両が通行
• ただし、個別照査の結果、一定の条件に満たない特殊車両については通行不可
• 路線延長の約9割が供用から30年を経過し、橋梁等の老朽化が進んでいる状況の中、道路の長寿命化
や今後の車両の大型化に向けて、適切な維持管理が重要

（６）特殊車両通行条件（５）北九州高速道路諸元

7

〇特殊車両申請にあたり
道路構造等に支障がない場合に限り、重量に関して、総重量44t
かつ軸重10t以下は通行可

※ただし、総重量又は軸重が上記条件を超える場合であっても、
個別照査により通行の可否を判断

〇個別照査
重量の制限 総重量や軸重等を踏まえて審査
車線幅の制限 道路幅員3.25m（一部3.5m区間あり）
料金所のブース幅の制限 料金所幅員 最大3.5m

上記の確認により通行の可否を判断
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牧山

枝光

東田
大谷 山路

黒崎

小嶺

馬場山

横代
若園

北方

篠崎南
篠崎北

大手町
勝山

紫川

下到津
富野

小倉駅北

日明
戸畑

足立

大里

春日

第1種第3級
第1種第4級
第2種第2級

3.0m
3.5m

料金所通行幅員

種級区分

【写真①】２号線 支点上垂直補剛材
腐食（断面欠損）

【写真②】３号線 鋼橋桁 縦桁下フランジ
添接部腐食

～ 年
（ ）

写真①
写真②

（ 月時点）

小倉駅北料金所日明料金所

勝山料金所

区間別の供用後経過年数

至 大分県

至 下関市

料金所通行幅員及び種級区分
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3．現状の課題

• 北九州高速において、令和7年度は平均通行台数8.7万台/日、平均料金収入0.47億円/日、
料金収入は170億円/年

• 経年的に普通車交通量は減少傾向にあるものの、大型車の減少は限定的。収入は概ね横ばいの傾向

（１）北九州高速の交通量と収入の推移

88

平均通行台数 8.7万台/日 平均料金収入 0.47億円/日 料金収入 170億円/年

52.2km

供用延長距離

北九州高速
普通車 520円
大型車 1,050円

料金（２車種）

新型コロナウイルス
感染症拡大

H26.4.1
消費税

引き上げ
（5％→8％）

R1.10.1
消費税

引き上げ
（8％→10％）

R7.3
開通

（牧山～枝光）

収入は概ね横ばい傾向

H26年度

2014
H27年度

2015
H28年度

2016
H29年度

2017
H30年度

2018
R1年度

2019
R2年度

2020
R3年度

2021
R4年度

2022
R5年度

2023
R6年度

2024
R7年度

2025

北九州高速の延長と料金体系

下関IC～八幡ICの料金比較(単位：円)

※ETC利用時の平日昼間料金

大型車の減少
は限定的

879 893 921 929 923 903
758 809 852 858 856 868

（参考）
北九州

高速車種
差額

九州
自動車道

北九州
高速経由

NEXCO西
車種

普
通
車

1601,050890軽自動車等

3301,270940普通車

5001,490990中型車

大
型
車

3501,9801,630大型車

1,2803,1901,910特大車



3．現状の課題
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• 昨今、急激な労務費・材料費の高騰や老朽化対策・災害対応等に伴い、維持管理コストが増加
• 維持管理コストは、平成25年と令和７年を比較すると73％増加しており、今後もコスト増加の懸念
あり

（２）維持管理コストの構造的変化

9

平成24年を基準に
約2倍に増加（14年連続増加）

【参考】北九州高速の供用延長・料金

供用延長・料金の推移
料金（円）供用延長

（km）
供用年月日
料金改定※1

供用区分
大型車普通車

3001503.7アS55.10.201次供用

700350
6.9イS58.10.62次供用
8.9ウS61.12.23次供用
10ウS63.12.174次供用

720 
※2

360 
※2

12.8イH1.8.305次供用
13.8ウH2.3.316次供用

45.6
アH3.3.31

7次供用 エH5.4.1

900450
イH7.9.30

47.1
ウH12.7.26

8次供用

1,000500
エH12.11.1

49.5

ウH13.7.29次供用
ウH18.2.26

10次供用 1,030510エH26.4.1

1,050520
エR1.10.1

52.2ウR7.3.111次供用

※1 ア：供用＋同日 料金改定、イ：供用＋翌日料金改定、 ウ：供用のみ、エ：料金改定のみ
※2 H3.3.31からH5.3.31まで、4号線は距離別料金

出典：国土交通省公共工事設計労務単価（R8.2.17）

維持管理コストの推移

15

26

労務単価の経年変化



3．現状の課題

• 北九州高速は北九州高速5号線の一部区間が未整備であり、環状機能が十分に発揮されていない状況
• 紫川JCTを中心とした放射状のネットワークとなっており、十分な代替路が確保されておらず、災害
発生時などに広域交通や都市内交通に大きな影響が発生。そのため、救急・救援活動や物流機能等を
支えるための強靱な道路ネットワークの構築（北九州高速5号線の早期整備）が必要

10

（３）ネットワーク完成に向けた事業の必要性

至 大分県

199

3

1

4

4

4

5

3

10

牧山

枝光

1

3

3

E ３

505

2

199

199

199

200

200

322

199

至 下関市

至

福
岡
市

北九州高速

凡 例

自動車専用道路等
（無料区間）

整備中区間

開通済

(仮称)南風泊港IC

(仮称)迫町IC

(仮称)西港町IC
(仮称)西港町JCT

戸畑

紫川
JCT

下関北九州道路と接続

北九州高速5号線
（整備中：戸畑牧山間L=2.5km）

地域内外のつながり強化を図り
環状線高速道路の整備を推進
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3．現状の課題

• 関門橋及び関門トンネル通行止め時には、流入制限のため北九州高速4号線の通行止めなども発生
• 令和2年7月には、大雨による関門橋の通行止めが原因となり、本州九州間の交通が関門トンネルに
集中したことで、関門トンネル入口から北九州高速を含め市街地全体にかけて大規模な渋滞が発生

備考原因日付

上下線約4時間半通行止め台風R1年8月6日

上下線約16時間通行止め雨R2年7月7日～8日

上下線約16時間通行止め台風R2年9月6日～7日

上下線約18時間通行止め雨R3年8月14日～15日

上下線約2時間通行止め事故R4年6月25日

上下線約34時間通行止め台風R4年9月18日～20日

上り線約3時間通行止め事故R5年3月1日

下り線約5時間通行止め事故R5年3月1日

上り線約6時間通行止め事故R6年1月14日

上り線約30分間通行止め事故R6年7月28日

上り線約30分間通行止め事故R6年10月19日

上下線約19時間通行止め雨R7年8月10日～11日

通行止め回数
年度

通行止め回数
年度 関門

トンネル関門橋関門
トンネル関門橋

1352R22894H27

1831R32354H28

1334R42071H29

1301R51982H30

1362R61951R1

22（回）関門橋
合計

1841（回）関門トンネル

■関門橋の通行止め状況（R1～R7年度）

（参考）関門橋・関門トンネル 過去10年間の通行止め回数

■令和2年7月7日～8日関門橋通行止めの影響

（４）災害時の通行止めによる影響

凡 例

40km/h以上

30-40km/h未満

20-30km/h未満

20km/h未満

出典：令和２年度第２回社会資本整備審議会道路分科会中国・九州地方合同小委員会資料、ETC2.0プローブデータ

3

4

1

3

4

1

関門橋が通行止めとなった事例（令和2年7月豪雨）
約16時間にわたり

関門橋通行止め

[下関IC～小倉東IC]
7/7 14時～7/8 6時

注）全国道路・街路交通情勢調査
における対象路線を集計

通行止め時：R2.7.7（18時台）平常時：R2.6.30（18時台）

近年、豪雨、地震、交通事故時に関門トンネルと関門橋が通行止めになり、大渋滞が発生。
通常より通勤に多大な時間を要することが多くなっています。 （北九州市在住会社員）

関門橋通行止め時平常時
凡 例

40km/h以上

30-40km/h未満

20-30km/h未満

20km/h未満

渋滞延長
（下関市）

7.2km→31.2km

約4.3倍増加

渋滞延長
（北九州市）

89.3km→129.3km

約1.5倍増加

至 美祢市

至 大分県

至 美祢市

至 大分県

関門橋周辺における走行速度状況
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3．現状の課題

九州自動車道 上り線北九州高速 下り線

• H30.7豪雨では、本州と九州を連絡する高速道路が一部途絶され、並行する国道等で渋滞が発生し、
広域的な物資輸送に影響

• 北九州高速の上り線と九州自動車道の下り線を活用し、それぞれに上下線の交通を分担させることで、
一体的な道路ネットワークを確保

• 道路情報板も活用し、迂回誘導を実施するなど、道路管理者間で相互に連携を図り、交通混雑の緩和
に寄与

■H30.７豪雨の被災状況

■北九州高速及び九州自動車道の情報板による誘導

北九州高速 春日出入口 九州自動車道 門司IC

上下線断面計九州自動車道北九州高速

上り：4車線
下り：4車線

上り：2車線
下り：2車線

上り：2車線
下り：2車線

通常時

上り：通行止
下り：通行止

上り：通行止
下り：通行止

上り：通行止
下り：通行止

通行止め時
（4日間）

上り：2車線
下り：3車線

上り：通行止
下り：2車線

上り：2車線
下り：1車線

一部
通行止め解除

一体的な道路ネットワークを確保

①

①

②

②

関門橋・中国道 九州自動車道
情報板

北九州高速情報板

春日出入口
方面

門司IC
方面

福岡方面

上
り

線

出典：国土幹線道路部会（２０１８．７．２７）

至 下関市

至 大分県



322

中国自動車道

九州自動車道

(仮称)南風泊港IC

(仮称)迫町IC

(仮称)西港町IC

(仮称)西港町JCT

現況

8ルート
関門橋：4ルート
関門トンネル：4ルート

4．下関北九州道路整備により期待される効果（リダンダンシー）

• 過去に関門橋及び関門トンネル通行止め時には、流入制限による北九州高速4号線の通行止めなども
発生したため、災害時のリダンダンシー効果に期待

• 南海トラフ地震等の災害時に、本州から九州へTEC-FORCEやD-MATの派遣も想定
• 下関北九州道路が整備されることにより、下関⇒八幡のルートが現状の8ルートから18ルートへ経路
の選択肢が増加し、災害時における代替路も拡充

（1）災害時等のリダンダンシー機能の確保

13

出発

到着

平成30年7月豪雨の通行止め実績
＜北九州高速＞

春日IC～足立IC（11km）
＜九州自動車道＞

門司IC～小倉東IC（13km）

3

199 2
9

199

10

199

495

3

将来

18ルート(現況+10ルート)

至 大分県

至 下関市

至

福
岡
市



5．北九州高速として目指すべき利用（現状の交通利用実態）
• 北九州高速4号線は、春日出入口で一般道と、門司ICで九州自動車道と接続しており、北九州高速
へ流入する交通の約5割を占める

• トラカンデータによると、本州北九州間の交通量は関門トンネルが約2.4万台、関門橋が約3.7万台
であり、春日出入口及び門司ICを経由して北九州高速へ流入する交通はそれぞれ約0.4万台/日

14出典：トラカンデータ（R7. 10月平日平均）

（１）北九州高速への流入交通

E ３

門司港

北九州高速へ流入
3,543

春日

門司

【関門橋】
下関～門司港IC

37,084

門司港IC
～門司IC
34,697

4

2

3

一般道から北九州高速へ流入

門司港

北九州高速へ流入
3,550

春日 門司

【関門トンネル】
国道2号
24,100

2

3

E ３
4

九州自動車道から北九州高速へ流入

（単位：台/日）

北側端部の流入

出典：トラカンデータ（R7. 10月平日平均）

出典：料金所別台数
（R7. 10月平均）

（単位：台/日）
凡 例

流入交通量（台/日）
至 大分方面

至

福
岡
市

至 下関市 至 下関市

北九州高速
路線別流入割合

1号線
23％

2号線
15％

5号線
13％

4号線
49%

北九州高速の路線別流入割合

ランプ・IC別の流入交通量



5．北九州高速として目指すべき利用（現状の交通利用実態）

15出典：ETC2.0プローブデータ

• ETC2.0プローブデータによると、関門トンネル利用の交通は、その他（一般道）の利用が約8割
であり、関門橋利用の交通は九州自動車道の利用が約７割で、福岡・筑後方面への通過交通が多い

• 関門トンネル・関門橋を利用する交通のうち、北九州高速を利用する交通はそれぞれ約1割
• そのうち、関門トンネルを利用する交通は比較的、福岡・筑後・筑豊方面への通過交通が多い一方、
関門橋を利用する交通のほとんどは北九州方面を目的としている

（２）北九州高速を利用する交通の経路割合・発着地割合

関門トンネル
利用交通の
発着地割合

九州自動車道 2.1％

福岡方面2.7％

筑後方面2.1％

北九州高速
13.7％

北九州方面
6.8％

その他
（一般道） 84.2％

筑豊方面2.2％

九州自動車道
70.0％

その他
（一般道）
17.5％

関門橋
利用交通の
発着地割合

北九州方面
25.9％

大分方面
5.6％

北九州方面
10.9％

福岡方面0.9％

筑後方面0.3％

福岡方面
21.0％

筑豊方面
1.4％

筑後方面
16.1％

通過交通の
割合が高い

北九州高速
12.5％

筑豊方面0.4％

福岡地域

北九州地域

筑後地域

筑豊
地域

福岡県地域区分

北九州高速
約1割

春日
出入口

関門トンネル利用交通
のうち高速道路利用交通

関門橋利用交通
のうち高速道路利用交通

約1割

約6割

北九州高速
約1割

九州自動車
約7割

門司
IC

至 大分県

至 大分県

利用経路別の発着地割合関門トンネル・関門橋利用交通の経路別利用割合



至 太宰府市

至

佐
賀
県

至 大分県

下関北九州道路と北九州高速の
一体的な利用へ転換

本州

門司IC

春日出入口

北九州
空港

北九州
JCT小倉南

八幡

その他
（福岡、筑後、筑豊等）

北九州

5．北九州高速として目指すべき利用（地域間交通、広域ネットワーク）

• 「下関北九州道路と北九州高速(環状線等）の一体的な利用」への転換を促し、地域間交通と広域的
な交通の両方を担う新しいネットワークを目指す

• 関門トンネル利用交通の大部分を占めるその他（一般道）利用から北九州高速利用への転換も図る

将来

（３）目指すべき利用イメージ

将来の目指すべき利用

現況の利用 16

広域的な交通

地域間交通

至 下関市



八幡IC

門司IC

下関IC

E10

495

E ３

199

3

199

6．北九州高速としての目指すべき利用に向けた課題

• 下関北九州道路の整備により、規格・規制速度・担う役割が異なる複数ルートが形成
• 目的や走行条件に応じた最適な経路選択に伴う交通分散により、事故・渋滞リスクの抑制や道路
ネットワーク全体の安定的な利用促進に期待

• 交通分散およびネットワークの有効活用を踏まえ、サービス水準・利用目的に応じた柔軟な料金
体系を期待

17

九州自動車道
九州自動車道
＋北九州高速

下関北九州道路
＋北九州高速

走行経路

第1種第2級～第３級
第1種第3級

＋第１種第3級～第２種第2級
第1種第3級

＋第１種第３級～第２種第2級
道路規格

80～100km/h60～80km/h60～80km/h規制速度

約41km約46km約38km距離

約26分約41分約35分所要時間

1,270円940円
520円（北九州高速）

＋下関北九州道路料金
料金

九州自動車道 経由
所要時間：約26分

料金；1,270円

下関北九州道路＋
北九州高速 経由

所要時間：約35分

料金：520円＋下関北九州道路料金

九州自動車道＋
北九州高速 経由
所要時間：約41分

料金：940円

※ETC利用時の平日昼間料金

至 大分県

至 下関市

至

福
岡
市

走行経路別の諸条件



E ２

2 9

191
E2A

E2A

2
E ２

E ９

435

1

3

322

E10

E ３

C

E35

4

3

495

495

E ３

4

199

10

200

201

211
496

E ３

199

3

2

4

45
3

中国自動車道

福岡都市高速道路

山陽自動車道

広島自動車道

山陰自動車道

本州

福岡
都市圏

6．北九州高速としての目指すべき利用に向けた課題

• 下関北九州道路及び北九州高速は、関門海峡を横断する代替ネットワークとして機能し、下関市・
北九州市の経済成長、物流強化、観光促進に寄与

• 一方、山口県側においては、下関北九州道路から先の高速道ネットワークが未接続であり、円滑な
交通確保に課題があることから、下関西道路や中国自動車道との接続も合わせて整備することで
本州・福岡都市圏への更なる整備効果拡大に期待

18

関門海峡

下関北九州道路

北九州高速

関門自動車道

中国自動車道

下関西道路

九州自動車道

下関北九州道路

山口県下関市彦島迫町～
福岡県北九州市小倉北区西港町

区間

八幡IC

小月IC

関門海峡を横断する
代替ネットワーク

高速道路
都市高速道路
一般国道
主要地方道
県道
市道

凡例

行政境
至 大分市

至

広
島
県


